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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは記録を読んでから欄に捺印する事。

＜連絡事項＞

· 入院状況の病棟別患者（部屋状況）のデータにミスが目立っています。ベットコントロールが行われた時・移動や入院の際には各グループに報告し、即日にデータ変更の確認を行うようにして下さい。

・海野さんの訃報についてですが、昨日労災病院に入院中とのことでしたが、亡くなられたとの

連絡かありました。お通夜・葬式などの日程が分かり次第連絡入りますので、参列できる方は、出来るだけ参列をして下さい。

· 阿部先生の奥様の訃報についてですが、昨日南山苑の阿部先生の奥様がお亡くなりになりました。現在身辺のお手伝いを南山苑ならびに病院の事務スタッフ中心で行っています。お通夜・お葬式の日程がまだはっきりとしていませんが、各G.O.M.は参列をして頂くことになりますので、日時が決まり次第連絡入ります。なおどうしても参列出来ないという方は連絡をお願いします。
· 勤務時間の尊守についてですが、各病棟のスタッフで勤務退勤時間ギリギリに打刻をしてしまうケースが現在多発していますので、各自気をつけて押して下さい。

・Ａユニットに給食委員会用のノートがありますので、食事に関する事で気づいた事はその都度忘れずに記載して下さい。又、給食委員会の会議に参加するスタッフは、そのノートを見ながら発表して下さい。

· フォーカスの記録を、情報が得られやすい書式に変える為の検討会があります。病棟からは、松橋さん・北城さんです。

· 夜勤者ようの懇談会が５／３１から変更になっています。日時などは後日お知らせします。

・入院診療録のまとめ方が変更になっています。初めに現病歴→既往歴→生活歴の順にまとめて下さい。

· 江刺家I.O.Oが今週は不在との事です。なにかあったら、携帯の方に連絡との事です。決裁には佐藤A.O.Mへ提出して下さい。

・Ａユニットの女性洋式様のトイレが水もれあり、修理伝票提出しています。

＜隔離室使用患者様について＞

・横山　大輝様（終日隔離中）

　５／１５入院後、自らの訴え特に聞かれず、スタッフ介入に対しても、「大丈夫です」と短い返答のみあり。検査の拒否もなく応じられています。

　本日、日勤帯は朝食全量摂取されるも、朝食後薬の拒否ありスタッフを替え促すも、口を手で覆われる事みられています。主治医に確認した所、朝食後薬は破棄してもいいとの事で、もし昼食後薬も拒否した場合は、注射を考えているとの事。又、室内をパンツ一枚で徘徊している事あり、服を着るよう促すも、「大丈夫です」と返答あり、徘徊続けられています。こまめに精神状態の観察・介入しその都度忘れずに記録に残していきましょう。

＜要観察患者様＞

・佐藤　昌宏様～昨日主治医との面談後にて、興奮状態が落ち着いてきたため、終日隔離から時間隔離に変更になっています。　

　　　　　　　　日勤帯退室後は、他患者様に干渉する事あるも、興奮・粗暴行為なく過ごされています。又、頻回にスタッフオフィスへ来られ、「家族へ１万８千円送金したい」と入金についての訴え多く聞かれていますが、「役所の方がやってくれるので心配する必要はない」という事をスタッフが統一して本人へ伝えていきましょう。又、金曜日から増薬となっていますが特に精神状態は大きな変化は見られないが、睡眠はとれている様子です。特に退室時、他患者様とのトラブルのないようこまめに見守りし、精神状態の観察・訴えには傾聴ていきましょう。

・安達　貴浩様～同ユニットの患者様が転室することに対して、「なんで、オレは異動できないん

だ」と興奮され、お茶の入ったコップを投げたり、椅子を蹴る行為見られています。又、「問診・プログラム・作業なんて行かない。もう、どうでもいい」と投げやり的な発言・態度見られています。今後、自傷行為・器物破損に注意し観察していきましょう。

· 佐々木　富男様～アルコールに対する治療に対する意志が低い為こと、服薬にも拒否され、　　

易怒性、他患者様やスタッフへの不満多く興奮気味に話され威嚇的となる事あります。入院加療継続していくのは、本人様や他患者様にも良い結果を及ぼさないとのことで退院の方向とし通院にきりかえるとのこと。午後主治医より本人様へ治療の意志や退院の旨確認することとなっています。












